
湾母

七
夕
の
女
王

人口 247，207人

t註害等 83，300t註事事

(平成 3年 5fl 1日現在)

今
年
の
七
夕
の
交
五
は
、
松
什

女
優
の
小
川
敦
子
さ
ん
。
学
研

「
モ
モ
コ
」

M
Cメ
イ
ツ
に
選
ば

れ
、
人
気
上
昇
中
。

最
況
は
、
テ
レ
ビ
東
京
の
叶
江

戸
中
町
奉
行
所
」
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー

出
演
。
東
宝
V
シ
ネ
マ
で
は
「
白

銀
の
標
的
」
に
出
演
し
、
北
海
道

ロ
ケ
が
終
了
し
た
ば
か
り
。
一
ア
ン

プ
ル
大
学
一
年
生
。

会
石
井
総
泰
子
お
ん
(
山
口
議
)

.
期
州
立
者
来
学
阿
部
横
浜
校

ム
胃
湾
同
開
奈
緒
子
さ
ん
(
佼
議
)
包
低
所
鎌
倉
市
ム
口

一
ミ
ス
じ
タ
に
な
れ
る
と
は
品
開
透
議
今
泊
予
さ
ん
(
れ
綴
)

本
叫
に
び
っ
く
り
」
と
一
守
口
葉
が
弾
事
臼
本
大
学
畠
即
戦
底
学
部

む
。
東
海
大
学
百
件
学
部
m
M
託
生
の
。
住
J

附
横
浜
市
港
北
区

羽
る
い
お
嬢
さ
ん
で
、
将
来
は
小
品
開
銭
湯
市
制
緩
子
各
ん
(
日
出
議
)

児
科
の
箆
師
に
な
り
た
い
と
い
・
伊
藤
忠
商
事

ぅ
。
趣
味
は
旅
'
打
と
テ
ニ
ス
で
、
@
住
所
平
塚
市
宝
町

田
市
物
が
大
好
き
と
い
う
。
合
矢
務
裕
子
さ
ん
(
引
い
議
)

札

g

住
所
伊
勢
原
市
伊
勢
涼
ム
子
震
大
学
法
学
部

枠

合

久

保

出

聞

は

じ

め

さ

ん

(

民

議

)

。

守

」

附

茅

ヶ

崎

市

堤

間

工

九

日

刊

行

同

日

町

案

内

所

諮

問

翌

日

J
h

清
純
な
シ
ヨ
j
ト
カ
ツ
K

の
よ
く
市
民
の
み
な
さ
ん
や
観
光
客
の

培

似

あ

う

お

嬢

さ

ん

。

株

式

会

社

立

方

の

た

め

に

、

駅

北

口

、

叡

荷

山

記

一

斗

キ

テ

レ

ツ

大

宮

科

」

な

ど

、

花

商

会

に

お

勤

め

で

、

男

性

に

負

口

、

震

士

銀

行

的

市

民

プ

ラ

ザ

ノ

山

時

間

明

る

い

話

題

は

っ

き

ま

せ

ん

。

け

な

い

よ

う

な

仕

事

が

し

た

い

と

に

家

内

所

を

設

け

ま

す

。

迷

子

の

融
竹
節
り
の
今
年
の
話
題
は
、
何
い
ず
れ
に
し
て
も
、
お
と
ぎ
の
り
つ
が
ん
ば
り
屋
さ
ん
。
趣
味
は
と
き
や
急
霊
で
お
腐
り
の
と
き

久
と
い
っ
て
も
子
供
に
人
気
の
あ
る
日
出
や
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
を
再
開
抗
し
読
書
と
ほ
什
殻
。
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

子一
ι目
的
円
七
日

J
h
rれ

m
u
d
h
u
u
u
u河
内

十

れ

P
T
A
d釘
)
パ
ス
mw
乗
り
場

駅
弟
や
、
大
河
ド
ラ
マ
の
「
太
平
る
で
し
ょ
う
。
自
己
紹
介
で
つ
了
ハ
オ
」
と
パ
ス
と
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
と
運

摂

'

b

b

切

9

2

F

L

?

2

2

}

中
図
ロ
間
阻
む
P
Rす
る
ほ
ど
度
附
料
品
開
行
経
路
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。

田

山

町

岡

崎

哲

F
¥

醐

J
問

i
y
a怜
伊
、
同
炉
弘
向
島
p

「
J
V

問
問
同
町
一
ノ
七
F
〉

謀

議

差

点

の

明

る

い

お

嬢

さ

ん

。

中

学

校

こ

れ

は

、

駅

前

の

混

雑

を

緩

和

J

W

e

a

翁

d
a
t
時

4

4

i

{

省
一
一
一
年
生
の
と
き
、
青
少
年
海
外
派
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
厚
木

励
七
夕
ま
つ
り
に
華
を
添
え
る
ミ
応
募
者
段
、
県
内
在
住
-
在
勤
遺
包
で
中
島
へ
行
っ
た
の
が
き
っ
方
面
、
伊
勢
原

β
題
、
秦
野
方
冨

(
ス
七
タ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
六
月
二
と
い
う
こ
と
で
、
一
…
百
九
人
を
数
か
げ
で
、
神
奈
川
喜
ぶ
嬰
総
点
は
、
平
日
が
午
後
O
持
か
ら
最
終

日
)
日
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
え
ま
し
た
が
、
本
人
の
都
品
口
も
あ
へ
遇
う
一
年
生
。
趣
味
は
読
書
で
ま
で
N
T
t
平
塚
支
局
前
に
、

ス
れ
、
ミ
ス
七
夕
三
人
と
七
夕
の
星
り
、
当
臼
会
場
へ
来
た
方
は
百
二
将
来
は
中
市
凶
器
開
の
通
訳
に
な
り
た

J

工
・
臼
は
十
時
か
ら
最
終
ま
で
N

ミ
四
人
の
す
て
き
な
お
嬢
さ
ん
が
選
十
二
人
。
そ
の
中
か
ら
軍
塚
の
額
い
と
い
う
。

T
T
平
塚
支
庖
前
に
変
わ
り
ま

ば

れ

ま

し

た

。

に

ふ

さ

わ

し

い

纏

療

で

開

明

る

い

e

住
所
平
塚
市
御
殿
す
。
お
間
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
。

街
一

心
タ

中
ンセ民

ゴ
ミ
ス
1
4〕

hγ

。
が
選
ば
れ
ま
し

す
ミ
ス
七
夕
の
問
問
A
N

ム
サ
七
夕
の
援
の
綴
分

ム
プ
勾
の
七
夕
ま
つ
り
は
、
七
月
四
日
(
木
)
か
ち
八
日
、
す

合
:
(
月
)
ま
で
の
五
日
出
問
、
東
海
道
本
選
り
を
中
心
に
繰
り
o
A
V

合
マ
広
げ
ら
れ
ま
す
。
七
夕
ま
つ
り
に
緩
を
添
え
る
ミ
ス
七
夕
官

官
。
。
も
、
知
性
と
教
養
に
あ
ふ
れ
た
明
る
い
お
嬢
さ
ん
が
選
ば
守
す

す
。
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
三
百
万
人
以
上
も
訪
れ
る
観
官

企
光
客
の
み
な
さ
ん
に
、
安
、
む
し
て
間
見
物
し
て
い
た
だ
け
る
;
古

官
。
ょ
う
、
安
全
対
策
に
も
的
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
み
。
合

す
:
な
さ
ん
、
豪
華
は
ん
ら
ん
な
竹
飾
り
が
っ
く
り
だ
す
メ
ル
ふ
合

官
。
へ
ン
の
諮
問
介
を
、
ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

女 7月 4日(木)

13: 00 木選りまといパレード

14: 30 ミス七夕披露、 ;11崎市消防音楽隊パレード

15: 45 市内小学校音楽隊パレード

す 7)考 5Eヨ(金)
J2 : 00 市民総おどりパレード(どなたでも気軽に)中心街

12: 00 平塚聾踊主士一能連合会公横 市民センター

入場券は市民相談室で配布

15: 30 七夕おどりパレード{県内各種団体} 中心街

18: 00 七夕まつりカラ:オケ究会 入場自由 市民センタ

合 7.Fl6 臼 〈こと)

12: 30 ミス七夕市中訪問パレ…ド 熔辺地崩

13: 00 文化連盟公撞{主主言語、民韓、時詠] 中 央 公 民 館

19 00 平塚七夕まつりトヨタ数の祭典 市民センター

出演者:香西かおり、原間怒塁、イブ、このみ麻盤、

回黒謙二 司会夢大特

入場#申し込み 往復はがきに住所、氏名、年齢、

職業を記入し、横浜市西区老松町19 ラジオ臼

本トヨタ歌の祭典部」へo 6月2lfl (金)までに必

着のこと。(先着1，000人)

女 7.Fl7 ヨ〈沼〉

11 00 日産ファミリ車場 市長センタ

(1阪国 11 勾 OO~、 2 rme 14: OO~) 

「特救指令ソルブレインショ j、立体映犠fロボリ

ンの大冒険J、fまりかるタルるートくんj

入場券は 6月四日(オく) 10時から市民プラザ(紅谷

町駐車場内)で配布する。 (1人 3枚まで)

12: 00 鯛土芸能究会{人形芝居、はやし} 中央公民館

13: 40 ミス七ター七夕の宜主と鷲楽隊パレード 中，む街

参加団体 県警音諜障とカラーガード障、横誤市損

防局音楽隊、嫌倉女子大学中高等部トランベット鼓

獄、日産主義体ベイシルバー、明るい社会づくり運動

平塚市協議会、平塚パトンクラブ、サンマーチング

スクール、 SAGAMIマーチングプラス、寒川水

拙バンド鼓笛隊、 PLMBA神崇川、スタジオベコ、

饗野少女ラッパ融、日本ボ イスカワト神奈川連盟

平塚第1l[ITj

u7汚呂隠〈見)

10: 00 ミス七夕.-t;タの墨撮影会

12: 30 全日本聾踊連合会会霞大会

入場券は市民総談室で配布

13: 00 ミス七夕・七夕の選中心街パレード 中心街

合スーパーファンタジアム歩的市民プラザ官官

交差点北朝日野外特設課台において、各種イベントを

関 龍

※オープニングステージ 4臼{木) 17: OO~ 

古 7fl 7筏(臼)

10: 00 俳句大会(G君主書量宮)・閥碁大会(勤労会館〉

Jけ榔大会(中央公民主宮ト短歌大会(勤労会館)

J3 00 ・歩射神事{書々九手挟式J (平塚八幡宮)

中心街

中心街

中心街

待望士号 k村山下 ι 一一ーへ長完全仁穣づくり

ijijfiijiij持宮城古語訳:!??;4121日 出 子2

1iiiilii iEE日韓ー議謬長1j2-fifii
なijifiijjii iiijjiiiij;iiii!?j:fi?i; 
弓71252言討さ5254i2525f臨時算要話詰七
日均ZE雪手哲三雲南五日義ほ45二早5fE匂義官長
う球中ら熱ち 量天間草寺霊草きど 客室悪霊言宅密告まぺ 芸雪宮警



童轄ヰア 9霊雪

苦号常f安委集会 (敬称絡〕

総務緩済常任事霊長会

原 孝子(日本共産党)

細野忠彰{新風クラブ)

加藤武政(社会党)

大蔵律子(無所長量)

榔 JII 藤一(社会党)

穂坂光俊(公明党)

r.原孝生(市政クラブ)

府 JII 勝司(]'君主クラブ)

フ

統
一
地
方
選
挙
後
、
初
の
務
時
市
議
会
が
五
月
十
五
日
に
閤
聞
か
れ
た
。
ま
ず
議
長
、
副
議
長
の

役
員
人
事
が
行
わ
れ
、
議
長
に
神
谷
隆
長
、
副
議
長
に
岡
本
清
笥
氏
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
議
員

の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
監
査
委
員
は
、
上
原
孝
生
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
続
い
て
市
長
よ
り
「
工
事

請
負
契
約
の
締
結
」
な
ど
十
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

言書室E孟喜Z言語
山言Z重苦苧堅守
星雲り傘裏 震基霊

童三 2 2 略
党・ラ

重)撃さ

菱重

竺 2
2 

!iipii持 TltiB115
震芝長ん詑 f 婆 主著議室ぎ 影 ..... 11警 雰主主 地主量産ブツ渡

官室2語審轟弁あ j時間二明
己主量腎饗ぎる[憲章 三重

器製!?記長 i語i!出ffiE2155子
fiiiiii!?出品議内三;i自立 Hij子
守長42主主宗主く liF53雲 FF察 j

HE12明言議議議立予選挙ゴ i持iliii!?zzgZ1
25誌再審警懇百[時;日言語三
時ま品雪ん議議鱗~ 襲撃を[誌の望号日底討
与会事実5欝欝欝襲辛子 52f225p;
iiiiEP1Hiiiii!金lfi:?iiiii!?jij
zff;員iHjji512f再審 ifEEEじ許諾2:
問;:22!;iisfiii-[rfiE!21ii

き25i主{留な!日襲撃望書?222Li日開h8雪量警官曜
日?にき主 J52124主要25雷[ii13月号話題Zz
i;:!?t 警iiijjilijii!?品jjiiii:!? 
iiii1RirjfHFFi詰之官257日露
呆れど量己主 lzdi;!?出i!?R222i
三く 12 _ラ J，~宮|七く(裳-;;; ~~、ガわ大下 演

)iziiif15i量 i者55igjそifiiiE 

居先 番(臼本共産党)

武井ひろ子(神奈川ネット)

高梨孝治(公明党〕

後藤輝彦( 社 会 党 )

加藤 主主宏{ 新 風 ク ラ

脇 疑雄(市 政 ク ラ

く〉一絞毒事務…….，..・H ・….......盆30名稜Jj'
昭和42年 4i弓2日以降にさ主まれた方で、大学の課程

(短大を除く)を平成 3年 3月以持卒業した万、また

は平成 4年 3月に卒業見込みの方。

く〉慾童書@二とy柱。………....・H ・..務不名
昭和39年 4月 2臼以降に生まれた方で、大学の専門

課程(短大を除く)を平成元年 3月以降卒業した方

または平成 4年 3月に卒業見込みの方。

。学芸員…・H ・"............・H ・-……毒若手名
昭和40年 4月 2日以降に生まれた方で、大学以仁の

専門課程(短大を除く〉を平成元年 3月以障卒業し、

学芸員の資格を有する方、または平成 4坪 3月 に 卒 業

見込みの資格取揮見込みの方で、考古学そ選択した

方。

く)~号 芸書 ・H ・・幸吉守ニヰち
昭和42年 4月 2[l以障にfとまれた万で、大学以との

専門課程(短大な除く)を平成 3年 3月以降卒業し、

再審の資格を有する方、または平成 4年 3月に卒業見

込みの資格取得見込みの方。

。保健繍 ...・a・u ・s・-毒事H ・.......・・H ・H ・ 1名

昭和42年 4月 2日以障に生まれた方で、保健婦の資

格そ有する方、または平成 4年 3月に厚生大臣の指定

する保標掃寮成所を卒業する見込み自資格取得見込み

の方。

く〉き韓宝襲::l:・・・ H ・，.......・ 0・u ……… 1名
昭和43年 4月 2日以障に生まれた方で、栄養士の資

格を有する万、または短期大学以上の課程及び栄養士

養成施設を平成 4年 3尽に卒業主主込みの資格取揮克込

みの方。

①受験の手続き
178 (月)から 7丹羽田(金)までの額、

部で配布する。詳しい ζ とは、

ー受付 7 R16臼{火) -266 (金)

・第 1次まず晶実 8月 6(日)

職員課人事係(内韓321)

市
民
絹
談
窓
お

i
一
一
一
一
内
線
一
一
九
一
一
一

。
人
権
法
捧
相
識
「

6
月
日
日
(
火
)
、
7
月
2
日
(
火
)
、

O
行
政
苦
槽
椙
謹
月
日
時

5
日
時

〈
〉
一
韓
法
曹
欄
談

6
丹
市
川
自
(
本
)
、
訪
日
(
ホ
)
、

7
月
3
日
(
水
)
、
日
日
(
ホ
)
、

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
5
国
時

。
一
畳
緑
、
棋
託
、
潤
議
相
識
7
月
四
日
(
金
)
、
日
時
5
日
時

八
〉
一
揖
市
渓
相
鶴
揮
日
(
た
だ
し
、
土
瞳
は
日
時
ま
で
、
日

曜
静
祝
ロ
?
第
2
，
第
4
土
曜
は
陣
く
)

〈
〉
消
費
生
五
晴
樹
韻
6
月
白
日
(
金
)
、
四
日
(
金
)
、

7
月
5
日
(
金
)
、
山
田
(
金
)
、
9
時
3
M時

。
定
問
年
金
総
数
7
月
日
日
(
木
)
、
叩
時
1
日
時

。
下
錦
町
割
引
相
続
6
月
初
日
(
木
)
、
日
時
泊
分
3
日
時

。
住
宅
相
談
(
新
築
捕
棲
な
ど
)
6
月
四
日
(
火
)
、
日
時
1
日
時

。
発
橋
曙
諜
特
許
椙
妓
7
月
8
日
(
月
)
、
四
時
jkt
日
時

を

一
一

月
1
金
曜
日
9
時
S
同
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
拙
み
ご
と
は

H

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

e
m
ω
j七
八
一
一
一

O

月

s土
曜
日
9
時
5
四
時
間
分

畑

梱

社

余

舶

閥

的

ω
i一一一一一一一一一一一

。
心
絞
ご
と
椙
毅
↑
時
過
月
瞳
E
、
日
時
3
日
時

〈
百
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
朝
競
毎
週
月
，
、
金
曜
日
、

9
時
5
日
時

(
土
輔
自
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
韓
く
v

〈
〉
結
婚
相
談
一
時
過
日
瞳
日
、
四
時
3
日
時

(
第
3
日
曜
日
を
韓
く
)

。
一
母
手
相
麟
毎
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
3
時
時

。
寧
韓
間
指
繭
相
銃
器
週
月
3
金
瞳
目
、

9
時、，
M
時

。
高
齢
者
職
難
相
談
聾
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
泊
分
1
吋即時

(
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
第
2
・
第
4

ム
エ
瞳
日
を
除
く
)

。
蝿
人
補
輯
草
月
第
3
木
曜
日
、
日
時
5
日
時



事寵ヰア9き号

ってみよう

広
報
課
で
は
、
夏
休
み
期
間
を
マ
コ
ー
ス
市
役
所
(
午
前
9
持
)

利
用
し
て
市
内
の
施
;
訟
を
銭
一
光
パ

1
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
ブ
ラ
ザ
ー
美

ス
で
F
4来
内
す
る
綴
子
出
品
設
見
学
術
館
1
博
物
鯨
・
ブ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

会

を

開

く

。

ム

ー

総

合

公

粛

〈

昼

食

〉

1
選
指
摘

A
7
…
同
一
は
施
診
見
学
の
ほ
か
、
川
治
療
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
1
動

日
市
内
か
ら
挑
め
ら
れ
る
農
産
を
労
会
館
・
牛
乳
パ
ッ
ク
に
よ
る
小

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
さ
が
し
た
物
入
れ
作
り

り
、
資
源
化
リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
マ
疋
員
各
回
人
(
先
着
煽
)

牛
乳
パ
y
ク
で
小
物
入
れ
を
作
つ
マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
一
隔

で

み

る

。

真

、

牛

乳

パ

ッ

ク

2
籍
、
は
さ
み

夏
休
み
の
泣
い
出
や
自
由
研
究
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
は

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
お
父
さ
ん
お
が
き
に
《
戸
加
さ
れ
る
β
全
員
の
伐

母
さ
ん
と
こ
一
緒
に
、
ま
た
お
友
所
、
氏
名
、
学
年
、
電
謡
番
号
、

逮
と
誘
い
合
っ
て
ご
参
加
を
。
第
1
・
第
2
参
加
希
望
日
を
お
人

マ
実
施
日

7
月
引
品
目
(
中
小
)
、
の
う
え
、
一

Tm平
塚
市
浅
間
同
町
9

お
日
(
木
)
、

8
月
1
日
(
本
)

1

手
塚
市
役
所
広
報
課
(
内

の
3
回

実

路

線

三

一

個

)

へ

。

も

上話議窓口広務パトローJlt
07Jヲ 3El (水)
• 19B寺~2H寺金E自公民館

く)7月12日{金)
. 14持~16時金居公民館。7月1713(主主)
• 14持~16時旭北公民館

• 19待~21時煩公民館

錦 町19一一 10

錦 町19-10から分筆

平塚-Tä26~7

'F'綾買lmTEl12-4 

平塚区ヨゴ邑12-~ 4から分筆

平寧二二TEl49--1l

平塚二rgヨ3-20 

平 塚二丁尽 1-15

見鮒町41-3 

市 消齢職員報調試験的案内

主註当 広報課f1;.聴係

を損ねる

だけでなく、事故

の原因にもなる

環境摺生管理課{内緯240)



(4) 平成3年 6舟守 5日

盛
り
付
け
も
手
即
時
よ
く
選
ん
で
い
ま
す

メニューはカレーライス、野菜サラダ、梅の砂輔

づけ 、ヂザ ト(梅味の寒天)とバラエティ

寄
仁
一
見
地
区
の
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
お
年
寄
り
を
月
一
回
目
的

待
し
、
給
食
の
一
ア
イ
咽
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
い
ま
す
。

マ
マ
の
会
、
抽
域
の
役
員
の
方
々

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
て
調
理
と
配
膳

に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

少
な
い
予
算
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
の

あ
る
献
立
を
と
い
う
こ
と
で
、
地

域
の
葱
活
に
も
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
た
そ
う
で
す
。

今
日
は
、
カ
レ
i
ラ
イ
ス
と
野

菜
サ
ラ
ダ
。
サ
ラ
ダ
の
野
菜
は
食

べ
や
す
い
よ
う
に
総
か
く
切
り
、

ト
マ
ト
の
皮
を
む
く
と
い
~
つ
心
遣

い
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
給
食
会
に
は
、
一
一
十
七
人

が
参
加
さ
れ
、
ほ
か
の
刑
事
を
断

わ
る
ほ
ど
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
市
内
で
は
、

外
に
実
施
し
て
い
る
地
域
も
あ
り

ま
す
が
、
早
く
令
域
で
実
施
さ
れ

る
と
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

圏
内
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
カ
レ
i
ラ
イ
ス
は
お
い
し
い

なで食べると一層おいしさが増します 悼罪容が集まると控罪事儲に華が棋哲ます

28??己主詰豆長13室長持HEHZ警吉南詰;宣言語詰量55言語話芸EU号訴gti翌
三5円台F5L江;警白書fI755f-ti去最重交:1匂ド持てEFhui警護費事長需要言警7Z
J;iH九11iiきEU3tf説子 32122市己主出号制古!日毛主??;

341ilztTf;t;;:ztEiiFグへ き41iiii円ド;支か子; ;:長 2主義
へ事 望 住 ( さ 揖牛 v コわママ合 δ マ ト マ ぜ ピ 料学三イ七

ブ言葉走塁巧会まさ宝る;完Z喜男時品 千とど手包革主主主主芸
し( 記氏ま-~ 1 名 7く議ゼ 7 ドご沼い 待 下 対 タ つ ま

言書 Lh宍 Z長長弘主=zz毒 竺A 簿罷雪主主255品三
官 35 う年干主←ン人てて(人 球

。J-i;211量31:rj:5。ii訪日?
重喜三』ζ己主主)三主 主義 Z て? 毒.j，扇号与

量!1上平三吉宗25菌172ドZi雪詰孟る路襲?霊
築主長忍 裏言呉て妻宅ス 20平以さヤ 5景雲ぞ雲 く空費量杉

会湾 公営乏さ八 平分量室ぞにれいく会ドメ室副

会長認の 翼先重喜暴君長 壁止ぶ!?主主主きを乎乙二主
義守護幸子事2弁時半手与日ぎ1時間塚斗穴
童禾 己伝弓長野室長話長竺告をくあ ギミ
}会 六管内 7~\. 島 f事午日本盗事力、 本ラ

〈〉イ
i
ス
ヂ
ン
リ
!
グ
公
式
戦
(
有
料
)

・
6
月
間
以
尽
(
土
)
凶
時
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

・
6
月
凶
日
(
火
)
刊
日
時
大
洋
対
ロ
ッ
テ

・
6
月刊日口
M

(

土
)
叩
四
時
大
洋
対
日
本
ハ
ム

e
6
月
初
日
(
臼
)
問
符

M
M

a
7
R
6
臼
(
土
)
凶
特
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

・
7
月
7
日
(
門
口
)
H
時

nw

-
7
月
刊
臼
(
水
)
均
時
大
湾
対
ロ
本
ハ
ム

*
7
月
刊
仏
日
(
金
)
問
符
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

描
入
場
料
金
は
大
人
八
百
汚
、
子
供
一
一
千
百
円

〈
〉
そ
の
外
の
試
合
(
有
料
)

・
7
月
日
日
(
土

)
i
m臼
(
日
)

全
額
高
校
野
球
県
予
選

商
入
場
料
大
人
五
百
円
、
大
・
高
校
生
三
百
円
、
小
・
中
学

宅
色
町
門

八
〉
そ
の
外
の
試
合
(
臨
時
料
)

・
6
同
月
間
山
日
(
日
)
9時
リ
ト
ル
リ
ー
グ
神
奈
川
川
大
会

主力レーの出来上がり、調理主震もいいにおいでいっぱい

マ宗主
特 4 三三

般点j空主
主 1百三

大三 F

入金三
間(三

下-
ハ-itJ = 

2 = 
1司会 立

、) 三主 食後は字誌をやりながら重量綴けつの子jをうたいさ去した

局7認( ) 
午前 5 時~7 時

集会第渓センター務キ鈴5s寺
※ほうき、熊子などの清掃用具は各自ご持参

を。 f~fiメ~~fi:(i

見詔 {ニ仁後7時 30分

雨天の場合法草貰怒28，ヨ(滋)

議潟溺主義{滋幾何河口〉

カ

る

活
れ

支

わ

賀

火

行

痕

花

が

師

団

け

ル

平

う

掛

一

ら

行

仕

ク

〈

か

で

と
ン
司
一
寸
時
ま

火

コ

国

6
A削

花

ン

シ

後

浜

げ

イ

パ

午

ブ

仁

マ

幻
J

が

ツ

ち

一

ど

会

ヨ

打

夕

、

一

供

シ

の
ス

UM
一f
イナ

発

て

一

区

一

苅

レ

日

民

地

ピ

抑

そ

内

d

港

ち

き

問い合わせ 務少匂一点宵成係電話 7029前 l諜観光部
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1:" 
ん

まがLh

〈ち〉

O~主的台体資書官(電話3ト叩57)
'開敢韓国 卓球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式庭球 (----16時)、パレー(16時~)

掲 6}寺24日(月)午後 1時~午後 8時

時 7}守2Uヨ(月〉 ノノ

。金E自公E芸館体育館〈電話31-2136)

く〉会El公民館体害事館(電話回 0101) 

o神酒公渓館体育館(電話55 位四)

・開放理由 ノミレー(9 時~13時)、パドミン

トン、卓球(13時~16時〉、パスタット(16
時~20時〉

• 6J'l17S (月)午前 9時~午後 8時

7月 1臼(汚)グ

噌 7月15鐙(月) 1.ノ

※ 8月分の申し込みは 7月 1日 9時から

を

フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
教
室
聞
く

7 月 lB~8 月3Hヨ
午前 9時~午後 4時30分

※午後 4時以降は入場でき芯い

Cコ
ミこコ

語
。
辛
一
な
大
会
(
入
場
窮
鼠
)

・
6
月
日
日
(
土
)
日
時
間
開
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

鋼

6
月
日
日
(
門
口
)
9
時

刀

・
6
月
お
臼
(
口
μ
)
9
時
神
奈
川
川
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
陸
上
競
技

大
会

・
6
月
間
四
日
(
土
)
日
時
吋
熊
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

・
6
月
初
呂
(
臼
)
9時
打

刀

く〉入場料小・中学生主100問、高校生以上250p:j

く〉交i1査察内 (工青宮城ケ王王ブーノレ駅南口からパス21番線市内田り

または南口鶴環「市営ブ}ル前」下車

②瀬高海岸公書留ブーん 同十ノミスで「湖南海岸公園J下 車

問い合わせ 地域づくり諜市民生活部(内線244)



(6) 

マ
会
場
美
術
館
ア
ト
リ
エ
一
号
を
記
入
の
う
え
、

7
月
6
日

一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

マ

対

象

小

・

中

学

生

別

人

一

(

土

)

ま

で

に

、

平

出

平

塚

市

涜

コ

1

0

3

3

0

0

0

2

0

0

3

0

0

{
イ
マ
ー
ジ
ユ
怒
い
も
か
け
な
一
八
犠
1

3

3

平

塚

市

奨

術

髪

一

一

同

国

出

口

比

出

回

目

見

出

国

同

日

目

一

署

管

…

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

い

彩

と

色

〕

一

館

(

篭

語

お

一

一

一

一

一

)

へ

。

ヨ

一

目

∞

∞

∞

叫

叩

∞

加

却

却

凶

却

問

的

偶
然
に
で
き
る
不
思
議
な
色
の
一
応
募
多
数
の
と
き
は
捨
選
。
一
一
一
品
橋
英
樹
問
主
演
の
「
遠
山
の
金
一
部
一
仁
仁
仁
仁
仁
仁
仁
仁
仁
仁
仁

3

r
ト
仁

形
や
模
惜
怖
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
一

i
l
i
l
i
-
-

一
さ
ん
」
が
公
演
さ
れ
る
。
現
在
、
前
一
円
一
づ
づ
づ
寸
リ
リ

J

つ

づ

づ

ぺ
J

つ
づ
づ
ぺ

と

を

怨

像

し

て

み

る

。

一

一

売

り

券

を

市

民

セ

ン

タ

ー

(

電

話

一

割

一

一

口

一

日

臼

臼

マ
呂
田
恒

7
5日
(
水

7
8一
美
術
館
常
設
展
一
詑
一
一
二
三
五
)
で
発
売
中
。
ご
一
日
一
知
却
幻

玉
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ボ
ロ
ッ
ク
}
月
3
日

宝

石

4
品

一

示

室
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ロ体舘自 毎滋月曜日、月末

合図審麓本館

子254浅間町12---41 電話31~0415 

背中宮聖書書教護

簡単な日常会話をマスターする。

，日程 6 g29日-7Yj28日の搭週土・日曜

目、全日開

明時間 14時 -16時

。会場 青少年会館A会合 室

定員 小学 4年生以上のJi30人〈先着III賞〉

す親子総装教護

揚歓み茶わんなど自骨の好きな物を作る0

・日程 7月21日(日〉成階、 8f111 日〈日)

うわ藁がけ、 18日〈臼)押品捜し

恥時間 10時 -12時

。会場青少年会館集会室

・定員親子20組く先着鵬〉

・書加費 1人1，000円

合開倉害時開

火~土曜日 9時 -21時 30分

(日曜日のみ 9時~口時)

台体倉重緑 毎週月曜日

女智世草委副m
千浅間町12-41 電話32~7029

平成3年6~弓守主玉臼

会開館時機(本館〉

火)日曜日 9時-16時50分

(念仏惹日のみ 費出安と害考室は 9時-18時
50分)

し五

調べ、理壇による違いそを整理してみる。

'日程
ガイダンス 7月羽田〈水) 9時 -12時

野外観察合 8月 1日(木) 9時時

調査 p 各自 2~ 3凶器合の良い時に分担地

区で調査する

まとめ 8月28日{オく)

-申し込み 7月四日までに往彊拡がきで

命先主主こめの華子外務修務主義

土量地区由自黙や盟史紀ついて考古、撞史、

島冊、生物、地震の各部門に分かれ、実際に

調査活動をしながら学習する。

臼程 8月 6fl ()く〉、 7日(ホ〉の 2B摺

(摺泊なし〉

a 定員小、中学校教員 30人く抽選〉

・申込期臨 7月10日(水〉

tc開鶴時間 9時--16時50;テ

合体露日 毎調月噛目、月末

会博物鰭苧剖浅間町12--41 電話33-5111
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百需品望室主警言語長選
ヲそうA 山 内 ) 百=一一

るそぎで袋ギ 6 導35
!司ノ二宮宮 ヤ 月主主
展金 子百二弓 11議
恥-~一日 ;-: [-3 

ーミ 1)
~; I 冬 J二

リ 1
16 

土3
、也

、崎

、、.
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ヌ、

合還を~る会「援のき霊の三議~!塁j

自由空に集まっている金量 本塁ー火主主の

樺子を眺めたり、三日月形に欠けてきた金星

や本塁の表面接樟を望透錦で観察する。奉加

. El時 6月208 (木) 19時 -20時 30分

会 場 博 物館科学教室~犀上

すiS然観察会

ヱゾハルゼミの生態を中心にUJの自然を観

察する。

・日時 71314臼 (日) 8時 -16時

・場所 *LlJ 

ー定員 30人く抽選〉

‘申し込み 7月 5臼までに柱揮はがきで

女体験全学務f綴幾重軽体畿を作ろうj

板関紙を{突って、写真を立体的に見ること

のできる実体鏡を作る。

日時 7月278 (土 10時'~15時

会場博物鵡科学教室

・参加費 600円

@申し込み 7月四日までに柱誼はがきで

古セミのぬけがら欝ベ

公爵や蕗でセミむぬけがらを集めて器類を

小重 見@文学

ボルネオホテル 景山民夫

理んでる人生 胡 桃 沢 耕 史

精神外科医 山晴光夫

白玉の散さ参 村田喜代子

さよならレジェ _1二村奈棒美

ちんじゃら伊午 語源恭子

幕末野吉 津本隣

戸つはテレビジョン 意本稼

少 年Aたちの犯繋 観世広

男について 松原敏春

黒いベン自主窒魔 赤 111次郎

家 軍基 e 主主 3詰
そばづくし汽車の旅 稲村直樹

お見合いの達人 箕島久美子

社会科学会その他

ヤングアダルト情報源19

サンマークtH版

亭主学入門 多謝輝

あやしい探検酷アフリ力説し人

推名誠

頭にやさしい心理読本 撞主宰呂ニニ

※掲載した[gj警は購入した誼警のム

部。詳しくは図書館にお尋ねそを 3

第ヰア9吾号



第 479を雪

することが望ましい。

盟開業控室、病院で接撞を。鐸種日は

民舗とご相誌を。

錨料金無料

調保険証、母子撞鹿手帳を持李

〈ア〉

由理盤センター

中里34---17 電話34--0311 

駅前パスターミナル 5番線 中製

経由日向間行または調訪町経由市

民病院行「医樺センタ 前u_; 下車

骨平壇様{謹斯

豊原 町 6 電話32:-0130 

駅前パスターミナル 2番綿襲野

行「追分」

鞠対象 百日ぜさきの予賄接揮を受け

る必要のない乳幼児。

第 1期 3か月以と 6議未満の乳

幼児。 3週間から 8溜間の間隔で

3回受ける。

・第 2期第 1期の 3回目の接種目

から 1年以上 1年 6か月以内に 1

間受ける。

覇接種方法市民病院共諦病院自

みで年間を通じて接種できる。接

種日は底師とご相談を。

輯 料 金 燕 料

盤探検証、母子韓麗手棋を持舎生後10か月から l議未満の乳幼児

が受廿る盤蹟諺査。「母子提溝手帳別

冊 を持参のうえ指定の匿瞭横閣で

受訟を。
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チ
)

斜
視
を
早
間
期
に
発
廷
す
る
た

め
に
は
家
族
の
閉
鎖
療
が
大
切
で

あ
る
。
観
察
す
る
ポ
イ
ン
ト
は

①
忌
が
内
に
寄
る
一
②
弓
が
外

一
や
上
に
ず
れ
る
③
切
る
い
戸

外
で
片
出
国
を
つ
む
る
安
蹟
を

か
し
げ
な
が
ら
昆
る
③
顔
を

回
し
な
が
ら
見
る
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。

問
一
回
の
視
線
が
同
じ
方
向
に
な
お
、
制
制
緩
で
は
な
い
か
と

向
か
わ
ず
に
、
別
々
の
方
向
に
相
袋
詰
れ
る
中
に
は
、
斜
視
の

ず
れ
て
い
る
状
態
を
斜
視
と
い
よ
う
に
見
え
で
も
笑
燦
は
そ
う

う
o

斜
視
の
種
類
に
は
忌
が
内
で
な
い
偽
内
斜
線
が
あ
る
。
こ

に
寄
る
内
斜
畑
山
、
外
に
ず
れ
る
れ
に
は
乳
幼
児
特
有
の
一
白
察
官
一

外
斜
様
、
上
下
に
ず
れ
る
上
下
ち
の
発
透
が
間
関
係
し
て
い
る
と

斜

援

が

あ

る

。

と

が

多

い

。

阿
国
の
…
機
能
が
ま
だ
発
遼
し
き
い
ず
れ
に
し
て
も
異
常
を
克

っ
て
い
な
い
乳
幼
児
の
う
ち
に
つ
け
た
ら
綬
科
で
受
診
し
、
診

斜
視
が
あ
る
と
、
視
力
や
視
機
断
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

能

の

発

遼

に

様

害

が

お

と

り

や

(

燦

燦

謀

)

す
い
。

銀特 }害務{詞〉

@午豹の岩君 10葬寺30分~12待
。午後の害事 1 務30分~3 草寺

会場 仁科炎公渓館ホール
溺瀦事語 rJ葉少j
対象小学生以上

お串し込み はがきに午前か午後の部、参

加希議者数 (1家旗 1枚〉、住所、氏名、

年齢、議話番号を記入し、 「干254平揮市

追分1-20中央公民主富j へ。先着700人招待

寝室話34-2111

月日詞(ニと〉
午後 6時 30分間槙

会場市箆センターホ…jレ
t討議義務 員喜怒 立)11談窓

華寺務 ジャッタ武E号、i聾:t!皇セント.)j，..イス
ものさまね 丸山おさむ

-入場料 1，500円{自由席)

・朝時戸万 市民センター、チケットセソン、チケッ

トピア、ヤンレイレコード、稲元屋華器居、サク

ラ響鹿本席、花水害rg

媛市民センターでは、電話で予約受付をしている。

問い合わせ市民センタ 電話32-2235 

襲警
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事
業
所
統
計
誠
弁
山
(
総
務
ヴ
)
と

萌
業
統
計
調
底
抗
(
通
品
川
産
業
省
)
が

7
月
1
日
現
行
で
実
概
さ
れ
る
。

各
事
業
所
に
調
査
員
が
お
伺
い
す

る
の
て
、
ご
協
刀
を
a

詳
し
く
は
、
市
総
務
謝
統
計
調
貸

係
(
内
線
一
二
四
九
)
に
お
等
ね
を
。

位三報むらっち、第 47 9器

を
開
く
。

マ
ロ
時
ア
バ
4
U
(
木
)
午
後
l

き
0
?
j

日

3
4
7
1

7
会
場
県
小
川
原
八
円
川
片
I2-一大会

準
宇

マ
対
象
県
内
に
事
業
所
を
お
持
ち

の
方

マ
問
い
合
わ
せ
矢
巾
何
工
認
工
業

保
(
内
綿
む
の
し
〕

門

v
職
犠
慌
慢
掃
1
人

マ
期
間

7
Hリ
同
日
、
!
日
付

5
H

(
除
く
仁
、
日
曜
J

こ
の
午
前
経
昨

部
分
、
守
挫
5
時

マ
勤
務
先
保
健
セ
ン
タ
i

マ
黄
金
日
額
じ
子
八
百
円

申
し
込
み
は
、
保
櫨
捕
免
許
証
の

容
し
と
閣
時
比
書
を
市
娃
摸
諜
(
内
辞

五
七
一
)
へ
。

e

街
並
ギ
ャ
ラ
リ
(
平
塚
郵
龍

{
タ
イ
ル
ア
ー
ト
展
}
6
月
1

U

(土

)
i
m日
(
口
)

山
同
一
で
は
、
農
業
総
合
研
究
所
(
中

塚
市

R
N沢
六
三
七
番
地
)
の
鵠

設
計
婚
を
遊
め
る
に
あ
た
り
、
即
用
峨

影
出
荷
予
郡
許
佐
賀
市
を
作
成
レ
た
た
め

そ
の
説
明
会
を
開
く
。

円

V
M
時
、
会
場

4
7
円
9
け
(
火
)
上
一
町
小
凶

JJr体

一
守
的
活
、

O

主
主

2
2
7、人

J
f
交
卒

}
8
2
f
j
r
L
/
会

T41

育
館
、
日
目
「
本
)
金
目
小
字
校
体

必
月
館

wm
時
間
は
今
後
7
時

i
9時

マ
問
い
ん
口
わ
せ
失
明
農
政
部
農
業

持
戸
市
課
主
接
合
両
日
町
(
電
話
口
問

κ

一

口

一

一

内

線

開

問

。

東
海
大
学
柑
南
公
開
セ
ミ
ナ
委

員
会
て
は
、
教
集
と
文
t
h
h
F誌
の
向

」
を
阿
る
v

」
と
を

H
的
に
A
y
民
度
前

期
公
開
ゼ
ミ
ナ
!
を
間
，
、
。

り
日
時

6
月
山
口
(
余
)
午
後
4

寺
5
テ
》
3
1
γ
O
示

日
4
ラ
t
f
H
3
J一

V
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
合
バ
り

館マ
講
師
国
町
民
政
学
開
物
航
パ

ιhh
も
と
こ
教
問

リ一ア
l
マ

な

J

と
く
イ
ス
-
ノ
ム
ョ

な
る
ほ
ど
イ
ス
ラ
ム

マ
問
い
合
わ
せ
光
川
委
υ

一J
A
ム
ヘ
屯

話

同

二

一

一

)

開
醐
廿
官
数
蜜
を
開
聞
く

V
何
時

7
月
6
H
(土
)
午
前
9

寺
0
?
?
〉
}
寺
O
T

日

3
Jフ
ー

3
行

3
4
7

マ
会
場
開
農
業
会
館
(
駅
何
日
)

V
講
師
閲
兵
研
究
家
露
木
w

庄一氏

マ
内
科
山
野
市
の
ん
米
し
み
ん

げv
問
い
合
わ
せ
光
開
柑
ぷ
刑
判
間
二

ン
タ
ヌ
議
事
前
会
館
内
@
電
話
口

、J
L
し
一
r

i
仁
f
j
-

県
ι
リ
一
平
山
相
一
崎
淳
職
業
技
術
的
伐

話
口
一
九
一
二
)
て
は
技
術
講
百

合
を
開
ぐ
。
受
講
料
・
無
料

{
加
盟
百
接
出
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
山
内
路
}

ヤ
円
如
何

7
H
1
日
(
円
一

1
4
日

(
木
)
の
会
4
日

・
時
間
午
後
6
時
S
9時
日
分

マ
定
口
一
日
目
人
(
先
着
順
)

{
小
集
凶
活
動
の
進
め
方
}

7
H
9
什
(
火
)
丸
山
什

(
へ
と
の
全
A
け

れ
y

問

乍

投

6
H
1
9向
日
分

げ
ソ
↓
札
口
一
日
却
人
一
先
初
演
)

一
時
水
資
げ
は
叫
ん
前
科
白
桔
ぷ
験
供
情

品
河
}

γ
リ
押

7
什
ロ
日
{
会
)
、
日
け
れ

(
火
)
川
口
け
(
合
)
、
川
品
川
(
水
)
心

令
官
什

e

時

間

守

掩
6
川町、
9
時
叩
汁

マ
七
J
U

白
人
(
先
若
附
)

川県
t
M
か
な
か
ね
ん
%
出
セ
ン
タ
ー
て

は
、
久
性
を
対
象
と
し
に
ワ
ツ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
く
n

控
料

V
H
h
川吋

7
片
山
口
(
金
)
守
後
l

時
1
3時

V
テ
:
マ
ア
メ
リ
カ
の
働
く
女
性

た
ち

マ
講
師
ス
タ
ソ
J

ブ
寺

l
ト
大
日
f
研

究
員
ホ
ー
ン
川
嶋
曙
子
氏

マ
定
員
百
人

(11恒
順
)

申
し
込
み
は
、
同
ゼ
ン
タ
(
竜

平
川
口
問
a
八

九

八

訂

一

)

へ

電
話
で
。

市民活動での災警は、補憐制度がi盛期される

小
・
中
・
高
等
u
f
校
ど
悦
わ
れ
る

教
科
蓄
が
展
市
さ
れ
る
。

hv
期
間

7
月
1
日
(
汀
)
、
日
日

(木)
子向
j

f
号
、
タ
ヰ
イ

0
1
J
j
F
U交
3

日
H
i

ノj
ム

H
f
け

3
9
t
Aぺ
手
一

時
別
分
(
ー
と
曜
日
は
午
前
中
)

マ
会
場
崇
鋒
小
学
校

マ
問
い
合
わ
せ
光
教
宮
委
員
会
指

導
室
(
山
内
線
五
二
三

子
ど
も
珊
略
解
硝
相
知
談

神
奈
川
県
中
央
児
暫
相
設
所
(
電

2
0
m
m
六
六
回
じ
り
の
〈
)
)
て

は
、
「
子
ど
も
'
茨
珪
一
。
番
電

話
相
誠
一
を
実
施
し
て
い
る
。

子
快
の
し
つ
け
、
性
格
、
友
人
関

係
等
子
世
に
関
す
る
相
談
は
何
で
も

と
う
ぞ
。

hv
受
付

'
月
LJ
金
曜
日
午
前
9
時
1
守
地

4
I
 

8
 a
 

e

土
、
け
、
祝
日
ハ
↑
前
9
時
ら
マ

灸
3trリ

f
:
u
n
 

4
パ
に

PAげ
さ
れ
た
(
財
)
か
な

が
わ
海
岸
美
化
財
団
て
は
、
ン
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ご
い
る
つ

日
〉
テ
ー
マ
叩
槙
湾
を
中
レ
と
す
る

桝
作
w

文
化
そ
准
お
る
の
に
ァ
古
一
わ
し

け
シ
ン
ホ
ル
マ
1
ク

ヤ
応
募
規
定
①
六
き
さ
は
は
が
き

以
i

③
閉
祇
は
内
地
ゆ
色
の
数

は
ι日
出
④
作
品
は
何
山
ど
も
よ
い

お
作
品
の
泌
明
文
を
つ
け
る

円
〉
比
弘
期
限

6
什
犯
什

(tJ

J
V

応
勢
穴
一
γ
山
横
一
点
上
川
中
日
刊
太
川

町
f
i
z

幻

Mmぷ
川
川
新
聞
い
れ
合
両
開

発
宇
部
内
一
し
が
な
が
わ
海
パ
美
北
山
内

問
シ
ン
ホ
ル
マ
ー
ク
各
段
」
事
務
吋

i
コ
G
i
-
-
:

r
f
j
fー
し

J
J

内
線
一
心
ハ
)

線
の
あ
っ
せ
ん

九
下
江
口

J
し
円
、
花
水
笠
人
人

山
f
M
一
話
会
七
千
円
ハ
i
i

九
川
、
川
伊

藤
英
光
冊
子
口
、
つ
く
し
右
選
対

策
政
財
紹
介
YA
年
一
い
り
政
子
作

万
円
、
明
主
会
ヘ

f
じ
内
五
f

円
、
中
村
清
F

万
五
千
円
、
J
γ

塚
京
組
組
側
作
会
一
一
い
ん
円
山
け

宏
被
九
乙

zh
円
、
犯
人
会
一
千

円
、
小
持
水
ツ
じ
て
ナ
一
子
円
、
民

名
五
「
円

守
閣
ん
輩
福
祉
へ
・
伸
m

o

H

f
円

門

v
社
指
揮
祉
へ
・
鴇
崎
輝
太
一

千口寸

寸

v
交
通
義
克
へ

q
m
水日本

τ

円
、
交
通
安
全
協
会
勝
目
m
-
山
下
支

部
一
万
一
千
七
円
八
十
一
円

Y
A誠
、

ふ

、

arF捻
於
、

A

各

首
一
村
議

YZ

ス

，

r鰯
〉
縫
ー
を

ス
ポ
ー
ツ
振
興
苓
念
は
、
ス
ホ
1

ツ
に
関
す
る
講
皆
ん
否
、
ス
ポ
ツ
同

体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
慣
わ
れ

る
。
ご
協
力
奇

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ホ
ツ
振
興

財
隠
(
見
附
台
体
台
館
内
p

電
話
目

。
一
心
一
一
)
へ
。

マ
ス
ポ
!
ツ
撮
興
基
金
へ
・
平
塚

市
陪
仁
競
技
協
会
一

L
T
万
円
、

vr

蝿
塚
市
少
賀
野
球
連
盟
万
円
、
置

制
名
一
一
万
八
千
四
百
八
十
円

ゐ

取

工

d
q
qり
/
/
い
網
野

一
明

J

似
時
隣
桝

M
A
A
L
¥
l
f

敬

み
ど
り
苓
金
は
、
紙
化
同
体
の
助

成
な
と
に
世
わ
れ
る
。
こ
協
汀
を
。

問
い
合
わ
せ
ば
、
公
照
緑
地
諜
口
市

政
係
(
内
線
内
一
五
)
へ

0

7
み
ど
り
基
金
へ
・
丹
鶴
合
同

万
一
一
千
八
百
八
γ
六
円
、
叫
脚
色
ま
つ

り
募
金
箱
刀
何
千
-
百
六
十
七

円
、
匿
名
一
万
一
千
百
四
十
四
円

樹
木
を
斡
(
あ
っ
)
肱
し
て
い

る
。
希
望
さ
れ
る
乃
は
公
園
緑
地
課

地
政
偶
(
内
線
問
一
五
)
へ
。

な
お
、
樹
木
は
諮
り
れ
る
必
の
こ

家
庭
に
あ
る
た
め
、
移
捕
の
際
心
費

用
に
つ
い
て
注
品
り
受
け
る
力
む
負

判
と
必
る
。
こ

f
示キ一。

マ
お
藷
り
す
る
樹
木
桜
3
本
(
樹

高
3
Mじ
、
さ
さ
ん
か
1
本
(
向
2

げ
て
お
と
め
つ
は
き

1
本
(
問

1
'
5
リ
ル
)
、
そ
て
つ
1
株

あたたかい社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

フ
ン
テ
J

ア
の
助
成
な
ど
に
世
わ
れ

る
。
ご
協
h
M
を。

問
い
合
わ
せ
ば
、
社
ノ
民
福
祉
協
議

会
(
屯
点
目
一
一
一
一
一
)
へ
。

マ
社
合
福
祉
義
金
へ
・
平
塚
湘
南

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
フ
一
十
万
円
、

北
条
越
ι

次
万
四
千
円
、
水
曜
グ

ル
ー
プ
五
一
一
行
間
十
一
円
、
小

山
君
子
-
金
/
「
貞
各
一
千
円
、
聞
は

白
地
ほ
社
会
唱
祉
協
議
会
十
九
万

県動物保護センター(電話58-3411) 

では、やむを得ない事情で飼えなくなっ

た犬、 3苗を引き取っている。

当日、利用される jjは印鑑、犬の畿

札、注射持票、愛犬手帳を持参していた

だきたい。引き取り車の停留時間は10分

間。

なお、犬、強についての苦情、棺談や

野犬の捕獲依頼も向]センターへ。

[6月 24臼(月) 1 9 : 50 
8 ; 45 IEl神田公民館 10 10 
9 ; 05 大野公民館 10 35 
9 25 調賀公民臨 11: 05 
10: 55 吉沢公民賠 ( 7月128

7月 68 (土) ) 11: 20 
9 : 05 構内公民館 14 50 
9: 30 愛国公民館 15: 15 八幡公民賠

く〉ご協力ありがとうごぢいEました (5ヲ)
(敬祢略→

へいあん、パイ口ツト、小怜霊草子金属、小松製作

所、ノj寸公エレクト口ニクス、東海大学、平塚ライオ

ンズクラブ(以と毘体のみ)

く〉関手塁
7月 13臼

(土)10時~15

時 30分紅谷パ

ール口 ド

主者字足 首: やこ 考払 七手 二 一色 着寸片 様し言期がらて

子屋をあき最ギよと叫引 rr::¥議議麟《聖単位蓮宗五三子長吾量出量
お宝章子暮雪量Z許可ぷ説議響額金季よき三雲正事4岩手主孟宗

供でう、。動んい、無 kおほ 位紅〉執ふ離器;伝とよがっこ良ま M O けは用頁
ミしにお が は 張 「 玉 里 ま 母 く gと銀特i.'::J究対込書F つ反う寸てのくで君主 て、言奇

襲さ空雪 そ品 47f注え記盤強とみ晶玉きE霊童三関草事 竺学長
と-;.iJ~ ~ &. や去 P刊号3;;S:/る でか耐空間野警明予備仇げた言ちしるでさー 反二び
T いは 山、ア~ 1: 究 十 γ ぷ努弘ぷ懇2弘点稔弘ぷ簿記為よりうやた急いん反 抗歳て
£ づ尚 自己 y云云ゃ::6' M を~袋三議鰯議藍強盗ぅ、とをの吃まの抗 期かき

茸耳性 大ううま次にをすいり一切絵伊r 匂後砂.，喝務戸 W轍 T は青青色巧?に J、る

皇毒竺零豪反与量主主三喜正 一教湾研究所(お)5535 秀喜三ミ主主毛筆露宅

ぞYi?日iiiii さな~ tc D l: :o' で三iliiiiiz
5孟 宮室きE王定書RE告示官主喜走塁ぎてE語一主主お話 EJ善
良の こうとー「いやこ非言。ごになけ で 、 がに母つびで力が、さ
い BJ ととに重こ子ると難うおらはかれ や 子 大 な 丞 て は す で 必 子 ん

発 ミいも毘むの供気でめ i理母ん、つど っ f共 切っんい大かや要供は
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